
                           

令和４年度事業報告書 
 

Ⅰ 概 要 

  国を挙げて進められている社会全体のデジタル化の動きが進展する中、山口県におい

ては、「やまぐちデジタル改革基本方針」に基づき、県政の幅広い分野でデジタル改革を

強力に推進し、地域課題の解決と新たな価値の創造に向けた本県ならではの「やまぐち

ＤＸ」の創出など全県的なＤＸを加速化することとされています。 

このため、当財団においても、山口県におけるデジタル技術の振興を図ることにより、

活力ある地域社会の実現に寄与するため、令和３年度に開設したやまぐちＤＸ推進拠点

「Ｙ－ＢＡＳＥ」を核として、デジタル技術を活用して、様々な分野での課題解決を図

るとともに、官民連携のデジタルコミュニティ「デジテック for YAMAGUCHI」の活動を

推進するほか、デジタル人材の育成やデータ利活用の環境整備等、各種事業に積極的に

取り組みました。 

  また、ニューメディアプラザ山口（ＮＰＹビル）の管理については、「中期（５カ年）

修繕計画」に基づき、ビル外壁廻りの大規模修繕工事を継続実施するなど、建物機能の

維持・向上を図るとともに、新規テナントの確保や施設管理費等の節減を図ることによ

り、安定的な運営に努めました。 

 

 

 

 

 

［ 事 業 一 覧 ］ 

１ 高度情報化の推進及びデジタル技術の普及・利用促進事業 

(1) 情報化・デジタル化の普及啓発 

(2) 全県的なＤＸの推進 

(3) オープンデータの普及・推進 

 (4) デジタルデバイド（情報格差）対策の推進 

(5) コンピュータルームの管理運営 

(6) 市町ネットワークの管理運営 

２ ニューメディアプラザ山口（ＮＰＹビル）の管理運営事業 

 (1) 不動産の管理運営 

 (2) 利用施設（イベント施設）の管理運営 

３ 情報通信の格差是正事業 

 (1) 移動通信用施設等の管理運営 

  



                           

Ⅱ 評議員会及び理事会等の開催状況 

 

１ 評議員会 

区分 開催日時・場所 議    事    等 

臨時 令和 4年 4月 5日 

(書面決議) 

・評議員及び理事、監事の選任について 

定時 令和 4年 6月 27日(月) 

10:00～ 

Y-BASE（Web併用） 

・令和３年度事業報告について 

・令和３年度公益目的支出計画実施報告について 

・令和３年度収支決算について 

・任期満了に伴う理事及び監事の選任について 

・定款の変更について 

・役員等の報酬等及び費用に関する規程の改正につ

いて 

 

２ 理事会 

区分 開催日時・場所 議    事    等 

定時 

第 1回 

令和 4年 6月 2日(木) 

10:00～ 

Y-BASE（Web併用） 

・令和３年度事業報告について 

・令和３年度収支決算について 

・令和３年度公益目的支出計画実施報告について 

・定時評議員会の招集について 

・令和４年度職務執行状況について 

臨時 令和 4年 6月 30日 

(書面決議) 

・理事長、副理事長、専務理事の選定について 

定時 

第 2回 

令和 5年 3月 27日(月) 

13:30～ 

Y-BASE（Web併用） 

・中期経営計画について 

・令和５度事業計画について 

・令和５年度収支予算について 

・臨時評議員会の招集について 

・事務局長の選任について 

・令和４年度職務執行状況について 

 

３ 監査 

区分 開催日時・場所 議    事    等 

監査 令和 4年 5月 20日(金) 

14:00～ 

NPY ﾋﾞﾙ 2階 第 3会議室 

・令和３年度事業及び収支決算等について 

  



                           

Ⅲ 事業の実施状況 

 

１ 高度情報化の推進及びデジタル技術の普及・利用促進事業 

 

(1) 情報化・デジタル化の普及啓発 

   県民、行政機関、民間企業等を対象に、高度情報化やデジタル技術をテーマとした

講演会等を開催するとともに、最新技術やソリューション（解決方策）の普及に向け

たデジタル展示会を開催した。 

 

  〇 デジタル技術等に関する講演会・展示会の開催 
 

名  称 Ｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇ(※)にあふれるデジタル社会を目指して 

開 催 日 令和 4年 9月 8日(水) 10時 00分～17時 00分 

会  場 多目的シアター 

主 催 者 山口県・(一財)山口県デジタル技術振興財団 

内  容 

 

＜特別講演＞ 

「デジタル化と Well-being」 

慶應義塾大学大学院ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科教授 前野隆司氏 

「デジタル田園都市国家構想と Well-being」 

(一社)ｽﾏｰﾄｼﾃｨ･ｲﾝｽﾃｨﾃｭｰﾄ専務理事 南雲岳彦氏 

＜トークセッション＞ 

「Well-beingにあふれるデジタル社会を目指して」 

 パネラー 前野隆司氏・南雲岳彦氏 

 ファシリテーター 山口県知事 村岡嗣政 

参 加 者 250名（現地会場 100名、オンライン 150名） 

   ※Well-being(ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞ)：身体的、精神的、社会的に満たされた状態を意味する概念 

 

名  称 やまぐちデジタルソリューション展示会 

開 催 日 令和 4年 10月 26日(水)、27日（木） 10時 00分～17時 00分 

会  場 多目的シアター・イベントホール・Ｙ－ＢＡＳＥ他 

主 催 者 山口県・(一財)山口県デジタル技術振興財団 

内  容 

＜特別セミナー＞ 

〇スペシャルセミナー 

「アバターによるＤＸと未来社会」 

 大阪大学基礎工学研究科教授 石黒 浩氏 

〇先進技術トップランナーセミナー 

「Re:Earthを活用した近未来のデジタルツイン実現に向けて」 

 (株)Eukarya 代表取締役ＣＥＯ 田村賢哉氏 

「「Cluster」を活用したビジネス事例」 

 クラスター(株) 取締役 岩崎 司氏 

＜企業等展示・ピッチライブ＞(下表) 

〇出展企業   １２社 

〇ピッチライブ １４社（出展企業１２社を含む） 

参 加 者 320名（県・市町、民間企業、各種団体、県民等） 

 

 

 



                           

 ＜出展企業・ピッチライブ＞ 

企 業 名 所在地 展示ソリューションＰＲ 

ＲＰＡテクノロジーズ(株) 東京都 面倒な仕事、自動化ならＢｉｚＲｏｂｏ！ 

(株)etika 下関市 ＣＲＭ導入・ＭＡ導入・定着まで伴走支援 

Ai Inside(株) 東京都 ノーコードＡＩ開発・運用でＤＸを 

NTT ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株) 大阪府 カメラ映像の利活用で業務改善！ 

(株)スプリングブレス 山口市 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞｱﾜｰﾄﾞ 2021優秀賞受賞！製品 

(株)Spectee 東京都 ＡＩ防災・危機管理情報ソリューション 

(株)ダイマグ 下関市 業務の自動化、簡単かつ安価な国産 RPAツール 

(株)TACT 東京都 電話対応は人からＡＩへ 

日本電気/日本電気通信システム(株) 東京都 3D空間技術デジタルツインで快適なまちづくり 

(株)マクニカ 神奈川県 AIとIoTで効率化。農業DXでお困りごとを改善！ 

三井住友海上火災保険(株) 東京都 官民連携ＤＸで道路点検をサポート 

(株)UCDコンサル手キング 宇部市 画像識別で粗大ごみの判別をＡＩが行います 

＜ピッチライブのみの参加企業＞ 

企 業 名 所在地 ソリューションＰＲ 

(株)SUN 東京都 在留外国人に対する日本語教育のＤＸ化 

(株)SYNCHRO 東京都 事業者向けサーバーセキュリティー診断・対策 

 

名   称 
先進デジタル技術活用セミナー＆体験会 

～Ｗｅｂ３．０、ＮＦＴ(※)、メタバースの現在と展望について～ 

開 催 日 令和 5年 2月 6日(月) 10時 00分～17時 00分 

会   場 多目的シアター・Ｙ－ＢＡＳＥ 

主 催 者 山口県・(一財)山口県デジタル技術振興財団 

内 容 

＜セミナー＞ 

「Ｗｅｂ３．０とＡＩアートの可能性」 

(株)Creator’s ＮＥＸＴ ＣＥＯ 窪田 望氏 

「メタバースのいま」 

(株)360Ｃｈａｎｎｅｌ 社長 中島健登氏 

＜体験会＞ 

「ブロックチェーン技術体験」 

「「Magic Leap2」によるＭＲ(複合現実)体験」 

参 加 者 94名 

※ＮＦＴ（非代替性トークン） 

 

名  称 大学生とプログラミングの基礎を学ぼう！ 

開 催 日 令和 5年 3月 4日(土) 10時 00分～17時 00分 

会  場 Ｙ－ＢＡＳＥ 

主 催 者 山口県教育委員会・(一財)山口県デジタル技術振興財団 

内  容 

＜特別講師＞ 

 大学ＡＩスペシャリスト集団 CDLE Youthメンバー3名 

＜カリキュラム＞ 

・Pythonの基礎を学ぼう 

・Turtleグラフィックスでアンパンマンの絵を描こう 

・ノーコード AIツールを体験しよう 

・大学生と交流しよう 

参 加 者 小・中学生 16名（現地参加 9名、オンライン参加 7名） 

  



                           

〇 イベント施設を活用した講演会等の支援 
 

名  称 
やまぐち高校生ＩＣＴコンテスト２０２２最終審査会 

（高校生のＩＣＴ活用促進と幅広いデジタル人材育成を目的に開催） 

実 施 日 令和 5年 1月 28日(土) 13:30～17:30 

会  場 Ｙ－ＢＡＳＥ・多目的シアター・イベントホール 

主 催 者 山口県教育委員会 

内  容 プレゼン発表、最終審査及び表彰式 

参 加 者 11校(17チーム)50名 

 

 

(2) 全県的なＤＸの推進 

   デジタル社会の実現に向け、全県的なＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

を推進するため、やまぐちＤＸ推進拠点「Ｙ－ＢＡＳＥ」や官民連携のデジタルコミ

ュニティ「デジテック for YAMAGUCHI」を核としたデジタル技術を活用した地域課題

の解決やＤＸ推進を担うリーダー人材の育成、データ利活用の環境整備等を行った。 

 

  ア やまぐちＤＸ推進拠点関連事業 

① やまぐちＤＸ推進拠点「Ｙ－ＢＡＳＥ」の運営 

   全県的なＤＸを推進するため、行政や民間企業、大学等の多様な主体がＤＸを相

談することができ、内容に応じてＤＸコンサルティングやデジタル化の技術的支援、

デジタル人材の育成等を行う中核施設として、やまぐちＤＸ推進拠点「Ｙ－ＢＡＳ

Ｅ」を運営した。 

   また、Ｙ－ＢＡＳＥのクラウド型ＩＣＴ基盤として、利用者がクイックにデータ

分析やアプリケーション開発ができる「Ｙ－Ｃｌｏｕｄ」及び官民の様々なデータ

を収集・加工・分析等ができる「山口県データプラットフォーム」を運用した。 
 

名  称 やまぐちＤＸ推進拠点「Ｙ―ＢＡＳＥ」 

開 設 日 令和３年１１月１日 

場  所 
ニューメディアプラザ山口(ＮＰＹビル)１０階（267.20㎡） 

同１階に「サテライトスペース」 

主な機能 

・県内外のＤＸ情報が集まる情報共有機能 先進技術のデモ展示 

・ＤＸ相談窓口・ＤＸコンサルティング機能 

・データ分析や実証実験を行うＩＣＴ環境の提供／技術サポート 

「Ｙ-Ｃlоuｄ」・山口県データプラットホームの運用 

・デジタル人材育成機能（勉強会・セミナーの開催等） 

・「デジテック for YAMAGUCHI」の出会い・交流の場 

運営概要 

・開館日 月～金（土日・祝日、年末年始は閉館）(※) 

       10:00～17:00（事前予約があれば 20:00まで延長） 

・運営人員 常時２～３名配置（運営スタッフ・専門人材） 

・利用料金 無料 

施設運営 
西日本電信電話(株)山口支店(山口市)、ＮＴＴビジネスソリューションズ

(広島市)へ委託 
 
 



                           

〇 Ｙ－ＢＡＳＥのサテライト施設の開設 

  全県的なＤＸ推進に向けた取組みをさらに強化するため、市町と連携して、Ｙ

－ＢＡＳＥのサテライト機能を構築した。 
 

名  称 Ｙ－ＢＡＳＥ・宇部ブランチ Ｙ－ＢＡＳＥ・防府サテライト 

開 設 日 令和 4年 5月 16日 令和 4年 11月 5日 

開設場所 

宇部市中央町 3-10-12 

宇部産業共創イノベーションセン

ター「志」内 

起業・創業や企業経営等に対 

する支援施設） 

防府市八王子 2-8-9 デザインプラザ

HOFU１階 

防府市創業交流センター内 

中小企業の経営や創業に対する支 

援施設 

 

   〇 Ｙ－ＢＡＳＥの利用の状況 

     令和５年２月から開館日を変更し、「火～土」から利用者ニーズの高い平日「月

～金」とし、ＤＸコンサル枠を拡大した。 
 

年度 
利 用 者 利用者アンケート 稼働率 

(平日) 
備 考 

団体数 人  数 満足度 利用希望 

3年度 247 1,396 95.1% 94.3% 73.6% R3.11開設 

4年度 622 2,750 96.9% 95.7% 78.5%  

累 計 869 4,146 96.1% 95.1% 77.2%  

   

〇 ＤＸコンサルの件数 
 

区    分 件   数 備    考 

ＤＸコンサル案件数      169 令和 3年度 38件、令和 4年度 131件 

対応状況 
終了案件数        113  

継続案件数         56  

 

[実装済みの事例] 

・野犬被害に関する市民向け注意喚起に向けたデータ可視化 

・パブリッククラウド環境を用いた Webサービスの動作検証 

・行事予定の ipadによる一部業務のペーパーレス化 

・Web会議ツールを用いた会社説明会及び求職者面接のオンライン対応 

・顧客情報のデジタル化 

・レンタカーの利便性向上に向けた商材情報や事例などの検討材料の提供 

・動画教育コンテンツ作成支援システム(TEBIKI)とスマートグラス(V-CUBE)を組み合わせ 

た技術検証 

・グループウエア(Microsoft365)の本格導入、利用活性化に向けた進め方に関する情報提供 

・自動車代理店での事務業務・営業業務でのデジタルを活用した効率化 
 

〇 セミナー・勉強会の開催状況 
 

開催日 内       容 備 考 

4/20(水) ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「ＤＸに活きるクラウド活用セミナー」  

4/27(水) ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「話題のテクノロジー メタバースを学び体験しよう！」  



                           

6/8(水) ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「人々の行動を読み解く位置情報データ活用セミナー」  

6/29(水) 
ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「さわってみようＡＷＳクラウド～ＡＷＳクラウドとＡＩサ

ービス活用のヒント～」 
 

7/29(金) ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「業務改善を手軽に始められる「Kintone入門」セミナー」  

8/6(土) 夏休み親子イベント「プログラミングでトイドローンを飛ばそう」  

8/25(木) 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ラーメン×Tableau 山口のラーメン情報を Tableau で見て

みよう！」 
 

9/17(土) 
ﾜｰｸｼｮｯﾌ 「゚ラーメン×Tableau山口のラーメン情報を Tableauで見てみ

よう！(第 2回)」 
 

10月 デジタルマンスリー（後記⑦参照）  

11/4(金) 
Ｙ－ＢＡＳＥ開設１周年記念イベント「公開ＣＩＯミーティング～や

まぐちのデジタル社会の未来～」 
 

11/29(火) ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「業務改善に使える「Google Workspace」活用セミナー」  

2/8(水) 
ﾜｰｸｼｮｯﾌ 「゚ラーメン×Tableau山口のラーメン情報を Tableauで見てみ

よう in宇部ブランチ」 
 

2/10(金) 
ﾜｰｸｼｮｯﾌ 「゚ラーメン×Tableau山口のラーメン情報を Tableauで見てみ

よう in防府サテライト」 
 

2/22(水) 
ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「身近なＤＸコンサル事例紹介「業務改善・サービス創出の

取組」」 
 

3/25(土) 春休み親子イベント「プログラミングでトイドローンを飛ばそう」  

 

② 「デジテック for YAMAGUCHI」の活動推進 

デジタル技術を活用して、山口県が抱える地域課題の解決や新たな価値の創造を

持続的に行うため、シビックテック的活動からビジネス的活動まで幅広く取り組む

官民連携の会員制組織「デジテック for YAMAGUCHI」を運営し、会員向けの勉強会

等の実施、会員同士の交流や共創活動を促進した。 
 

名  称 官民連携デジタルコミュニティー「デジテック for YAMAGUCHI」 

発 足 日 令和 3年 6月 10日 

会 員 数 
デジテック・パートナー 

956（個人 788、法人 168） R5.3.31現在 

活動目標 

テ ー マ 

＜共に考え、デジタル改革に挑戦し、克服する＞ 

〇少子高齢化（結婚・出産・子育て、教育、担い手・人材、介護など） 

〇中山間地域（買い物、医療、交通等の日常生活の維持・活性化など） 

〇若者流出（働く場・学ぶ場、まちの賑い・魅力、生活利便性など） 

会員の活動 

〇会員同士の交流、共創活動 

・共創プロジェクト、勉強会（下表参照） 

〇会員自主企画イベント｢デジテック･ミートアップ｣の開催(下表参照) 

〇やまぐちＤＸ推進拠点「Ｙ-ＢＡＳＥ」の利用 

（実証等のためのＩＣＴ環境の利用を含む。） 

〇「やまぐちＡＩＱｕｅｓｔ」の受講 (下記イ①参照) 

運営体制 〇事務局運営 西日本電信電話(株)山口支店(山口市)へ委託 

アドバイザー

等 

〇デジタルコミュニティアドバイザー  水田 千惠氏（ヤフー(株)） 

「デジテック for YAMAGUCHI」の活動に対する助言等 

〇シビックテック・マネジメント    原田 哲也氏（(株)スオウ） 

シビックテック的課題解決の促進等 

 

 



                           

   〇 会員数の状況 
 

年度 個人会員 法人会員 計 備 考 

3年度 532 114 646 R3.6発足 

4年度 256 54 310  

累 計 788 168 956  

 

〇 会員による共創プロジェクト 
 

№ プロジェクト名 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ期

間 
課題テーマ 

1 ﾚﾉﾌｧ駐車場ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ R3.10～R4.4 
駐車場の混雑問題の解決に向け、空き状況など

を確認できる「ﾚﾉﾌｧ駐車場情報サイト」の開発 

2 
ﾚﾉﾌｧ駐車場ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

2nd Season 
R4.7～R4.12 

上記サイトをサポーターがより活用・投稿した

くなる機能の追加 

3 
ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ在庫管理ﾌﾟ

ﾛｼﾞｪｸﾄ 
R4.6～R5.2 

ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ山口の煩雑な食品在庫管理業務をボ

ランティアの方でも使いやすく自動化 

4 
ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸありがとう

Web ｻｲﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
R4.12～  

ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ山口の食品寄贈者への感謝のメッセ

ージを Lineチャットボット機能を活用し発信 

5 獣害マップﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ R4.1～ 
中山間地域の獣害対策として、獣の目撃場所等

を地図上で可視化するサイトの開発 

 

   〇 イベントの開催 
 

開催日 内容 備 考 

4/23(土) 
セミナー「ＣＳ（サーバーセキュリティ）四方山話リアルタイム～サ

イバーセキュリティをもっと身近に～」 
デジテック・ミートアップ 

6/24(金) レノファ駐車場プロジェクト活動報告会 デジテック・ミートアップ 

7/8(金) 

オンラインセミナー「ブロックチェーンを活用した地域課題の解決

（実践編）～Web3.0 の世界における地域×ブロックチェーン技術の

未来像～」 

デジテック・ミートアップ 

8/24(水) セミナー「サーバーセキュリティ対策 できることから始めよう」 デジテック・ミートアップ 

12/6(火) 
オンラインセミナー「ＲＰＡで始めるＤＸの第一歩 ～中小企業版デ

ジタル化のススメ～」 
デジテック・ミートアップ 

12/13(火) セミナー「事業者向けサイバーセキュリティ対策のススメ」 デジテック・ミートアップ 

2/25(土) 
シビックテック活動報告会～市民のデジタル技術で課題解決に挑戦

～ 
会員交流イベント 

3/10(金) ＬＴ（ライトニング会）「デジテックＬＴ２ｎｄ」 会員交流イベント 

3/23(木) デジテック・オープンイノベーション取組み発表会  

注）デジテック・ミートアップ：会員自主企画イベント 

 

③ デジテック・オープンイノベーションの実施 

「デジテック for YAMAGUCHI」の会員同士の連携による実証活動を支援するため、

新たなソリューションなどの先進事例の創出を目指す「デジテック・オープンイノ

ベーション」制度により提案を募集し、実証に向けた取り組みを支援した。 

 

 



                           

〇 提案採択テーマ及び提案者 
 

№ 提案採択テーマ 提案者（所在地） 

1 
高齢者の生活利便性向上に向けた支援サ

ービスの構築 

(株)SYNCHRO(東京都)、いさむや第一交通

(株)(山口市)、山口市 

2 
ドライブレコーダーを活用した道路イン

フラ維持管理の最適化 

三井住友海上火災保険(株)(東京都)、八千

代エンジニアリング(株)(東京都)、下関市 

3 
デジタルマップを活用した防災啓発によ

る地域防災力の強化 

(株)エイム(宇部市)、(一社)やまぐち GIS

ひろば(宇部市)、NPO法人防災ネットワー

クうべ(宇部市)、宇部市 

 

④ 「シビックテックチャレンジ YAMAGUCHI」の実施 

複数自治体の案件を同時に公募することで、スタートアップ企業等に対して訴求

力の高さを確保している「Urban Innovation JAPAN」の枠組みを利用し、行政課題

とその解決を目指す企業等とのマッチングを図り、デジタル技術を活用して地域課

題の解決を図る「シビックテックチャレンジ YAMAGUCHI」を実施した。 

 

〇課題及び協働企業 ３５課題提案→４０企業募集→８課題マッチング 

№ 課 題（提案者） 協働企業名（所在地） 

1 

地域活動をデジタルでもっと豊かに！ 

デジタル時代の地域拠点の姿を一緒にかたちづくり

たい！！（宇部市） 

Serendipity Pilot合同会社 

（東京都） 

2 

24 時間 365 日、いつでも思い立ったときに健診の予

約を！ デジタルの力で働き盛りの世代の受診率を

アップして、健康寿命を伸ばしたい！ （長門市） 

(株)エスシーシー（福岡県） 

3 

ぶち、せんない！（ものすごく面倒くさい） スポー

ツ開放の手続きをできるだけ簡単にして、仲間と気軽

にスポーツを楽しめるまちにしたい！（周南市） 

エクスフィールド合同会社 

（周南市） 

4 

子どもたちが、見て、聴いて、感じて、ふるさとに興

味を持つデジタル社会科副読本教材をつくりたい！ 

（山陽小野田市） 

(株)タカヤコミュニケーショ

ンズ（大阪府） 

5 

問い合せ対応にＡＩの力で革命を！ 

問い合わせ履歴から自動生成でＦＡＱ（よくある質

問）をつくりたい！（県） 

Helpfeel(株)（京都府） 

6 
高付加価値木材の生産者と材木業者のマッチングシ

ステムを構築したい！（県） 
(株)woodinfo（東京都） 

7 

「えつ！まさか、私が被害にあうなんて…」 

サイバー犯罪やネット被害の脅威を「自分ごと」とし

て体験できる場をつくりたい！（県） 

(株)サイバーセキュリティバ

ンク（東京都） 

8 
災害時の被害把握を迅速に！ 

現場報告システムで初動体制をさらに早く（県） 
(株)Spectee（東京都） 

・事業運営 NPO法人コミュニティリンク（兵庫県）へ委託 

 

   〇 令和３年度事業成果の広域展開 

     令和３年度に阿武町で実施した「聴力の弱い方ともスムーズな意思疎通ができ

る相談支援ツールの開発」の取組みから生まれた「窓口相談支援システム」につ



                           

いて、他町においても導入への強い希望があったことから、山口県町村会と連携

して、県内全６町において導入に向けた実証を、令和４年１０月から開始した。 

また、「窓口相談支援システム」について、広く周知するとともにユースケー

スを拡大するため、Ｙ－ＢＡＳＥのサテライトと連携し、実証を実施した。 

 

    ・「窓口相談支援システムの実証に向けた連携と協働に関する協定」の締結 

      締結日 令和 4年 8月 5日 

      締結者 山口県、山口県町村会、(株)アイシン（愛知県）、 

(一財)山口県デジタル技術振興財団 

      

⑤ データドリブンの推進 

  官民のデータ利活用を推進するため、メタデータＡＩ解析機能を活用するととも

に、スマートシティ実現に向けたデータ利活用プランを作成するワークショップを

開催したほか、オープンデータを活用するためのプラグイン開発や「山口県オープ

ンデータカタログサイト」の機能強化を実施した。 
 

名  称 官民データ利活用ワークショップ 

開 催 日 2日間（10/18(火)、11/8(火)）、成果報告会（11/22(火)） 

参 加 者 20名（県 3名、市町 7名、民間 10名） 

テ ー マ 

スマートシティ 

＜利活用アイデア＞ 

・教育「地域で学び合える学習コミュニティ」 

・交通「行動データに基づく高齢者の生活支援」 

・防災「安全で魅力ある川遊びを通じた防災教育」 

・防災「災害時にも活用できる子ども安心情報」 

事業運営 富士通Ｊａｐａｎ(株)山口支社（山口市）に委託 

 

〇 ＡＩツールの活用 

令和３年度に「山口県オープンデータカタログサイト」内に構築した、オープ

ンデータ及び関連する事例情報の各種外部サイトへのリンク情報を検索・可視化

できるシステムを提供した。 

 

〇 ３Ｄ都市モデルの活用検討 

デジタルツイン(※)の概念を都市スケールに拡張した「３Ｄ都市モデル」整備

促進を目的とし、整備した三次元地形データの活用イメージを山口県内で広げる

ため、三次元地図データの活用事例の検討と創出を実施した。 

令和４年度は、マラソンを題材に、ランナーの走行データを用いて、３Ｄ都市

モデル上で、ランナーの時間経過に伴う移動シミュレーションを実現した。 

 
   ※デジタルツイン：現実の世界で収集した様々なデータを活用し、コンピュータ上で 

再現する技術のこと 

 

 



                           

⑥ 課題解決エンジニア・キャンプの実施 ［新規］ 

  地域の課題をデジタル技術で解決する機運醸成や、新たなネットワークの形成を

図るため、県内外のエンジニア等を対象に、中山間地域において、地域の関係者等

と協力しながら課題の把握や解決策の検討を行い、解決一助となる試作品を作成す

るイベントを実施した。 
 

名  称 エンジニア・キャンプ YAMAGUCHI 

開 催 日 令和 4年 10月 29日(土)・30日(日) 1泊 2日 

場  所 宇部市小野地区（主会場：アクトビレッジおの） 

参 加 者 県内外エンジニア・学生等 20名、地域関係者、地元企業、団体など 

日 

程 

1日目 
・中山間地域の課題について、現地視察等を通じて把握 

・参加者等がグループとなって解決策を検討 

2日目 ・課題解決につながる試作品の作成 

設定課題 

・地域の草刈りをもっと楽にしたい 

・獣害を軽減するためサル等を追い払いたい(※) 

・地域での高齢者の見守りを強化したい 

・遠方在住の方が持つお墓、空き家の近況を届けたい 
※獣害対策として、獣の目撃情報をマッピングするサイトを、実際に地域で活用できるよう 

    イベント参加者４名が開発中（前記ア②参照） 

 

⑦ やまぐちデジタルマンスリーの開催 ［新規］ 

  国が定めるデジタル月間（10月）・デジタルの日（10月 2日・3日）と連携した

集中的なデジタルイベントを開催することにより、県民のデジタルに関する機運・

リテラシーの向上や「デジテック for YAMAGUCHI」の活性化を図った。 
 

 〇イベントの開催状況 

開催日 イベント概要 備 考 

10/1(土) 
親子イベント「プログラミングでアニメーションをつくっ

てみよう！」 
 

10/3(月) データ分析・可視化実践講座 後記イ②参照 

10/5(水) 統計データ利活用セミナー 県主催 

10/7(金) 
やまぐちデザインシンキングカレッジ・ベーシックプログ

ラム（1回目） 
後記イ④参照 

10/8(土) 動画作成体験デジタルワークショップ（学生・社会人向け）  

10/12(水) 
シニア世代向けデジタル体験会「写真や動画で家族・友人等

とコミュニケーションをしてみよう！」 
 

10/18(火) 官民データ利活用ワークショップ 前記ア⑤参照 

10/19(水) やまぐちデータアカデミー グラレコ講座 後記イ②参照 

10/21(金) Ｙ－ＢＡＳＥデモ展示のリニューアル  

10/22(土) やまぐち AI Questハンズオン講座 後記イ①参照 

10/26(水) 

  27(木) 
やまぐちデジタルソリューション展示会 前記(1)参照 

10/29(土) 

   30(日) 
エンジニア・キャンプ YAMAGUCHI 前記ア⑥参照 

 

  



                           

  イ デジタル人材の育成 

① やまぐちＡＩＱｕｅｓｔの実施 

  デジテック for YAMAGUCHIの会員を対象に、オンラインによるＡＩ学習プログラ

ムを無料開放し、受講者がデータサイエンスに関する基礎～中級スキル（ＩＴ部門

の仕事ができる程度）を身につけることができる環境を整備した。 

  また、この受講者を対象に、「画像分類」をテーマとしたＡＩ開発等の実践的な

ハンズオン勉強会を開催した。 
 

名  称 

[基礎的レベル] [中級的レベル] 

ｅ-Ｌearning講座 

(オンライン型ＡＩスキル学習講座) 
ハンズオン勉強会 

開 催 日 フリー（会員各自） ３日（7/30、8/27、10/22） 

受 講 者 345名（R5.3.31現在） 
ｅ-Ｌearning講座受講者 21名 

（学生、民間企業、行政関係者等） 

コ ー ス 

テ ー マ 

・AIリテラシーコース 

・ノーコードデータ分析コース 

・Pythonデータ分析入門コース 

・Pythonモデリング入門コース 

・Deep Learning入門コース 

・Pythonモデリングコース 

・Pythonベーススキルコース 

テーマ「画像認識モデルの作成」 

様々な画像（10,000枚）の被写体を

認識し、あらかじめ設定された 20種

類のラベルに分類するＡＩ予測モデル

の作成 

事業運営 (株)ＳＩＧＮＡＴＥ（東京都）へ委託 

 

② やまぐちデータアカデミーの開催 

県・市町職員を対象として、データの利活用手法を習得し、行政の各現場にＥＢ

ＰＭ(※)の実装を促すため、サービス立案型のデータアカデミーを開催した。 

また、データ分析の中でも利用頻度が高く、課題発見・仮説立案に直結する可能

性の高いデータ可視化ツールである「Tableau」の活用ノウハウを習得する実践講座

を開催した。 
 
    ※ＥＢＰＭ（エビデンス・ベース・ポリシー・メイキング）：証拠に基づく政策立案 

 
名  称 やまぐちデータアカデミー グラレコ (※) 講座 

開 催 日 
４日間（7/12、8/8、8/29、1/16） 

報告会（1/24） 
１日間（10/19） 

参 加 者 35名（県 19名、市町 16名） 17名（県 17名） 

研    修 

テ ー マ 

・住民からの問い合わせ対応サービス 

・庁内情報・ノウハウ共有サービス 

・行政業務の標準化支援サービス 

・グラレコとは何か 

・演習と発表会 

事業運営 （一社）シビックテックラボ（静岡県）へ委託 

   ※「グラレコ」（グラフィック・レコーディング） 

 
名  称 データ分析・可視化実践講座 

開 催 日 ４日間（9/21、10/3、10/20、11/18）報告会（12/20） 

参 加 者 22名（県 9名、市町 6名、民間 7名） 



                           

研    修 

テ ー マ 

・地域の住みやすさ分析 

・防犯意識の向上対策検討 

・県内就職の促進施策立案 

・山口県の経済状況分析 

・山口県の農業生産力分析 

事業運営 日本電気(株)中国支社（広島県）へ委託 

 

③ ローコード基礎研修の実施 

県・市町職員を対象として、できる限りコードを書かないで素早くアプリケーシ

ョンを開発するローコードツール（プログラミングの知識がなくても簡単にシステ

ム開発ができるアプリ等）の活用研修を実施した。 
 

名  称 ローコード基礎研修 

参 加 者 32名（県 16名、市町 16名） 

研修日程 

①基礎研修            １日（7/13） 

②ハンズオン研修      ３日（7月～8月） 

③現場実装研修        随時（8月～11月） 

④成果発表会         １日（2/7） 

⑤業務改善促進セミナー 

講演者 加古川市スマートシティ推進担当課長 多田 功 氏 

テーマ ローコードを活用した業務改善の内製化 

ﾛｰｺｰﾄﾞｱﾌﾟﾘ 

作成事例 

・ＰＤＦ文書「２次元コード生成」アプリ 

・還付金の振込先口座申出「ＷＥＢ申請」ツール 

・青果市場の市況状況報告管理管理アプリ 

・職員研修管理業務 

・海岸施設の点検管理アプリ 

・各種申込自動抽選/メール送信フロー 

・施策立案/公表システム 

・新型コロナウイルスワクチン管理台帳 

事業運営 (株)ＮＴＴドコモ中国支社山口支店（山口市）へ委託 

 

④ やまぐちデザインシンキングカレッジの開催 ［新規］ 

  ユーザー視点に立った本質的な課題の把握などに有効な「デザイン思考」につい

て、県内の幅広い主体に対して理解促進を図るとともに、県内の企業・団体等にお

けるデザイン思考を活用した実践的な取組の中核を担う人材を育成するための「や

まぐちデザインシンキングカレッジ」を開講した。 
 

【オープニング(開講)イベント】 

開 催 日 令和 4年 8月 29日（月） 

会  場 Ｙ－ＢＡＳＥ 

参 加 者 130名（現地会場 30名、オンライン 100名） 

内  容 

＜開講メッセージ＞ 

・デジタル庁デジタル監 浅沼 尚氏 

＜特別講演＞ 

「ＤＸの推進とデザイン思考」 

・(株)コンセント代表取締役/武蔵野美術大学造形構想学部教授 長谷川敦士氏 

＜講演・ワークショップ＞ 



                           

「システム×デザイン思考～企業でデザイン思考がうまくいかないわけ～」 

・慶応義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科特任助教 

 広瀬 毅氏、中田実紀子氏 

 

【ベーシックプログラム】 

デザイン思考による課題設定からアイデア創出まで一連の流れを体感するプログラム 

［ワークショップテーマ］山口県の健康寿命を日本一にするには！ 

開 催 日 3日（10/7、11/11、12/10） 

会  場 Ｙ－ＢＡＳＥ 

参 加 者 62名（民間企業、教育機関、行政関係者等） 

講  師 ＮＴＴ西日本デザインシンカー 
 

【アドバンスドプログラム】 

 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科（慶應ＳＤＭ）独自のアプロ

ーチである「システム×デザイン思考」を本格的に学び、デザイン思考の実践力を身に着け

る長期プログラム 

開 催 日 

①集中ワークショップ 3日（11/9、11/17） 

②デザインワーク 4日（12/1、12/15、1/12、1/26） 

③最終発表会(※) 1日（2/17） 

④交流会（フォローアップ）１日（3/24） 

会  場 Ｙ－ＢＡＳＥ 

参 加 者 23名（民間企業、教育機関、行政関係者等） 

講  師 
慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科特任助教 

 広瀬 毅氏、中田実紀子氏 

※最終発表会 

内  容 

〇最終発表会（４チーム） 

〇特別対談「デザイン思考の実践と定着に向けて」 

 ・パネラー 

  慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科教授 白坂成功氏 

山口県ＣＩＯ補佐官 関 治之氏 

 ・ファシリテーター 山口県知事 村岡嗣政 

〇修了式  修了証（オープンバッジ）授与 

・事業運営主体 西日本電信電話(株)山口支店（山口市）へ委託 

 

⑤ ワールドＡＩコンペティションの開催 ［新規］ 

  ＡＩを活用した地域課題の解決や新たな価値を創造できる高度なＡＩ人材を発

掘・育成するため、「ワールドＡＩコンペティション YAMAGUCHI」を開催した。 
 

名  称 ワールドＡＩコンペティション YAMAGUCHI 

応募期間 令和 4年 12月 16日（金）～令和 5年 2月 16日（木） 

課  題 

「ドライブレコーダーから要補修施設を検出するＡＩモデルを作成しよ

う」 

県内走行車両のドライブレコーダー動画を分析して、道路上の補修が 

必要な物体（区画線、道路標識、道路照明）を検出するＡＩモデルを 

作成し、その認識精度を競う 

参加人数※１ ５２８名（一般部門 522名、U18部門 6名） 



                           

投稿者数※２ ９９名（一般部門 95名、U18部門 4名） 

投稿ﾁｰﾑ数 ８８チーム（一般部門 84チーム、U18部門４チーム） 

投稿件数 １，７１５件 

表 彰 式 

・日 時 令和 5年 3月 11日 

・入賞者 6名（一般部門 3名、U18部門 3名）オープンバッジ授与 

・特別講演「ＡＩの現在～トレンドと将来性～」 

 （株）SIGNATE代表取締役社長 齊藤 秀氏 

事業運営 (株)ＳＩＧＮＡＴＥ（東京都）へ委託 

   ※1：データ分析を開始した者 ※2：ＡＩモデルを作成し投稿した者 

 

ウ 未来技術活用推進受託事業（県受託事業） 

山口県における Society5.0の実現に向け、県民や企業、自治体が早期に５Ｇ等未

来技術を活用できる取組を推進するため、山口県未来技術活用統括監の配置やセミ

ナーを開催した。 

 

① 山口県未来技術活用統括監の配置 

   ・ 配置時期 令和２年６月１日から 

   ・ 配置職員 田中貴光（ＮＴＴ西日本(株)から出向） 

・ 配 置 先 県デジタル推進局内他 

   ・ 活動内容 ５Ｇ等未来技術の利活用促進による地域活性化・産業振興 

県のデジタル化推進施策の企画立案 

          市町のデジタル技術等の活用促進 

          ５Ｇ研究会等の企画・運営 

          ５Ｇ基盤整備促進に対する調整、助言 他 

 

  ② セミナーの開催（再掲） 
 

名   称 
先進デジタル技術活用セミナー＆体験会 

～Ｗｅｂ３．０、ＮＦＴ(※)、メタバースの現在と展望について～ 

開 催 日 令和 5年 2月 6日(月) 10時 00分～17時 00分 

会   場 多目的シアター・Ｙ－ＢＡＳＥ 

主 催 者 山口県・(一財)山口県デジタル技術振興財団 

内 容 

＜セミナー＞ 

「Ｗｅｂ３．０とＡＩアートの可能性」 

(株)Creator’s ＮＥＸＴ ＣＥＯ 窪田 望氏 

「メタバースのいま」 

(株)360Ｃｈａｎｎｅｌ 社長 中島健登氏 

＜体験会＞ 

「ブロックチェーン技術体験」 

「「Magic Leap2」によるＭＲ(複合現実)体験」 

参 加 者 94名 

※ＮＦＴ（非代替性トークン） 

 

  



                           

 (3) オープンデータの普及・推進 

   行政機関が保有する行政データ（オープンデータ）を県民や民間事業者等誰もがイ

ンターネットを通じて容易に利活用できる専用サイト「山口県オープンデータカタロ

グサイト」（令和元年 11月 27日公開）の適切な運用管理を行うとともに、県・市町と

連携して公開データ数の登録増に努めた。 
 

  【公開データ数等の状況】 

年度 公開データ数 アクセス数（月平均） ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ数（月平均） 備 考 

元年度 167      587       85  

2年度 332 9,436 474 コロナ関連増 

3年度 355 2,090 395 コロナ関連減 

4年度 370 1,749 387    〃 

   注）公開データ数は各年度末現在 

 

 (4) デジタルデバイド（情報格差）対策の推進 ［新規］ 

   誰一人取り残さないデジタル社会の実現を図るため、デジタル機器の活用に不安の

ある高齢者等がデジタルの「楽しさ」や「利便性」を理解し、より豊かな生活を実現

できるようデジタルデバイド対策を実施した。 
 

区 分 実施者 取  組  事  例 

事業者提案型 

（業務委託） 
３事業者 

・スマートフォンなんでもサポート号キャッシュレス体験

（ソフトバンク(株)（東京都）） 

・シニア向けｅスポーツ体験会 

（エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ(株)中国支社

（広島市）） 

・スマホ体験講座「スマホをもって秋探しの旅に出よう！」

（ＫＤＤＩ(株)（東京都）） 

市町提案型 

(補助金交付) 
１７市町 

・スマホ活用講座（スマホ・タブレット操作、キャッシュレ

ス決裁、Line、YouTube等） 

・高齢者デジタル活用リーダー研修（操作、ＳＮＳ発信等） 

・スマホよろず相談 

・デジタルサイネージによる情報発信 

 

(5) コンピュータルームの管理運営 

   ＮＰＹビル７階を「県情報センター」と位置づけ、情報処理機器が安全かつ安定し

て稼働できるように整備しており、県民サービスに直結する各種行政システムのサー

バー機器類の安定稼働に努め、適切な管理運用を行った。 

 

 (6) 市町ネットワークの管理運営 

   やまぐち情報スーパーネットワーク（ＹＳＮ）を利用した市町ネットワークの一元

化による運用管理を図り、市町ネットワークの適切な管理を行った。 

 

 

  



                           

２ ニューメディアプラザ山口（ＮＰＹビル）の管理運営事業 

 

 (1) 不動産の管理運営 

   ＮＰＹビルがデジタル技術振興の拠点施設としての役割を果たすため、安定かつ安

全な施設運営に努めた。 
 

  〇 テナントの入退居状況 

    県・山口市、不動産会社等に積極的に働きかけた結果、入居者が１団体（57.89㎡）

あり、平成４年度末の入居率は 87％（対前年度末比 1ポイント増）となった。 
 

【入退居の状況】 

年度 入居数(面積) 退居数(面積) 入居率 備考 

元 ２(160.26㎡) ０(   0㎡) ９４％  

２ ３(135.37㎡) ２(419.91㎡) ８９％  

３ ４(780.28㎡) ３(921.31㎡) ８６％  

４ １( 57.89㎡) ０(   0㎡) ８７％  

   注）入居率は、各年度末現在。 

 

  〇「ＮＰＹビル中期（５カ年）修繕計画（令和 2～6年度）」の実施 

    修繕計画に基づき、ビル外壁廻り大規模修繕工事（外壁タイルのひび割れ、シー

リング劣化、外部建具の錆等の補修）を令和３年度から継続実施した。 

    他の計画工事は翌年度以降に延期した。 
 

  【令和４年度修繕工事の実施状況】                   （単位:千円） 

工  事  名 計画額 実施額 工期 施工業者 

ＮＰＹビル外壁廻り大規模修

繕工事 
70,000 60,060 

R3.5 

～R5.7 

(株)カシワバラ・コーポ

レーション(岩国市) 

ビル警備管理システム更新 30,000      0  令和 5年度発注 

各階分電盤開閉器取替 29,000      0  延期(点検良) 

計  129,000 60,060   

 

 

 (2) 利用施設（イベント施設）の管理運営 

    利用施設（多目的シアター・イベントホール）について、新型コロナウイルス感染

防止対策の緩和等もあり、多目的シアターの利用日数は、大幅に増加した。 

また、スタインウェイピアノを活用したイベント「ピアノ試奏会」を企画し、多く

の利用があった。 

 

 

 

 

 

 



                           

【イベント施設の利用状況】 

年度 
多目的シアター イベントホール 

利用日数 ｵｰﾌﾟﾝ日数 利用率 利用日数 ｵｰﾌﾟﾝ日数 利用率 

30  88 355 25% 39 359 11% 

元   99 358 28% 22 361  6% 

２   64 326 20%  6 349  2% 

３   63 341 18% 12 354  3% 

４  120 342 35% 15 343  4% 

 

   ・ ピアノ試奏会：開催日数 18日間 利用者数 129人（組） 

 

〇 ミニギャラリー（２階）は、一般向けに生涯学習等の成果の発表の場（作品展示）

として無償提供し、ビル利用者等の交流の場として利活用を図った。 

 

  ・ ミニギャラリー作品展示：展示者数 13名（組） 展示日数 238日 

 

 

３ 情報通信の格差是正事業 

 

(1) 移動通信用施設等の管理運営 

   携帯電話を利用することが困難な地域（不感地域）対策として設置した岩国市の鉄

塔及び基地局等の通信設備等の適切な資産管理を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業報告の附属明細書 

 令和４年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３４

条第３項に規定する附属明細書は、「事業の内容を補足する重要な事項」がないので省略す

る。 


